
産業活力都市
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施策別　行政サービス成果表
05 産業活力都市 H15 H16 H17 H18 H19 合　計

01 産業
コスト
合計

302,778千円 255,774千円 282,102千円 217,878千円 208,955千円 1,267,487千円

01 商工業の振興

事業費 職員人件費 公債費 合計

17,182千円 0千円 17,182千円

17,182千円

154,125千円 19,204千円 173,329千円

7,145千円

146,980千円

8,842千円 9,602千円 18,444千円

8,842千円

H14 H15 H16 H17 H18 H19

34件 40件 40件 40件 40件 40件

34件 44件 47件 27件 29件 42件

26件 26件 26件 26件 26件 26件

26件 24件 24件 23件 18件 13件

指標の根拠

中小企業融資あっせん制度融
資件数

目標値
中小企業振興事業補助金利
用件数

小分野

目標値

実績値

指標の根拠

2 実績値

中小企業支援事業

施
策
評
価

分　野

事業名 所管

1

商工振興事業

商工振興事業

市民生活部　商工・観光課

まちづくり部　市街地・空港周辺
整備課

評価指標

市民生活部　商工・観光課

施　策

19年度

中小企業支援事業

中小企業融資あっせん事業

事
業
・
コ
ス
ト
一
覧 中心市街地活性化推進事業

中心市街地活性化推進事業

中小企業融資あっせん制度融資件数

20件

30件

40件

50件

H14 H15 H16 H17 H18 H19

中小企業振興事業補助金利用件数

10件

15件

20件

25件

30件

H14 H15 H16 H17 H18 H19
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施策別　行政サービス成果表
05 産業活力都市 H15 H16 H17 H18 H19 合　計

01 産業
コスト
合計

61,802千円 77,463千円 51,734千円 106,934千円 73,675千円 371,608千円

02 農林業の振興

事業費 職員人件費 公債費 合計

3,209千円 9,602千円 12,811千円

3,209千円

21,795千円 0千円 21,795千円

21,795千円

119千円 0千円 119千円

119千円

12,009千円 19,204千円 31,213千円

686千円

11,323千円

7,737千円 0千円 7,737千円

7,737千円

H14 H15 H16 H17 H18 H19

1人 1人 2人 2人 3人 3人

1人 1人 1人 1人 2人 2人

2,220人 2,200人 2,250人 2,300人 2,350人 2,450人

2,220人 2,275人 2,300人 2,550人 2,640人 2,750人

農業用施設改良事業

林業振興事業

施
策
評
価

農業共済事業特別会計繰出金

事
業
・
コ
ス
ト
一
覧

農業振興事業

水田農業構造改革事業

農業振興推進事業

農業共済事業特別会計繰出金

農林業総務管理事業

農業用施設改良事業

施　策

19年度
事業名

農林業総務管理事業

目標値

実績値

指標の根拠

評価指標

森のインストラクター人数

目標値

1

2 実績値

指標の根拠

農業特産物即売会来客数

分　野

市民生活部　農林・労政課林業振興事業

市民生活部　農林・労政課

所管

市民生活部　農林・労政課

小分野

市民生活部　農林・労政課

市民生活部　農林・労政課

森のインストラクター人数

0人

2人

4人

H14 H15 H16 H17 H18 H19

農業特産物即売会来客数

2,000人

2,200人

2,400人

2,600人

2,800人

H14 H15 H16 H17 H18 H19
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施策別　行政サービス成果表
05 産業活力都市 H15 H16 H17 H18 H19 合　計

02 労働
コスト
合計

11,324千円 11,080千円 15,262千円 19,477千円 196,749千円 253,892千円

01
就業の支援と労働環境
の整備

事業費 職員人件費 公債費 合計

7,915千円 0千円 188,834千円 196,749千円

7,915千円

H14 H15 H16 H17 H18 H19

423人 430人 430人 430人 430人 430人

423人 377人 401人 401人 472人 482人

164人 160人 160人 160人 160人 160人

164人 156人 202人 205人 213人 205人

施
策
評
価

労働相談事業

2 実績値

指標の根拠

1

目標値

実績値

指標の根拠

評価指標

パートバンクの求職者の採用
人数

目標値
高年齢者職業相談室求職者
の採用人数

分　野

市民生活部　農林・労政課労働相談事業

施　策

19年度
事業名 所管

事
業
・
コ
ス
ト
一
覧

小分野

パートバンクの求職者の採用人数

350人

400人

450人

500人

H14 H15 H16 H17 H18 H19

高年齢者職業相談室求職者の採用人数

100人

150人

200人

250人

H14 H15 H16 H17 H18 H19
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施策別　行政サービス成果表
05 産業活力都市 H15 H16 H17 H18 H19 合　計

02 労働
コスト
合計

87,937千円 85,151千円 66,028千円 64,792千円 52,754千円 356,662千円

02 勤労者福祉の充実

事業費 職員人件費 公債費 合計

33,550千円 19,204千円 52,754千円

6,810千円

26,740千円

H14 H15 H16 H17 H18 H19

109社 110社 110社 110社 110社 110社

109社 111社 113社 115社 112社 112社

2,124人 2,100人 2,100人 2,100人 2,100人 2,100人

2,124人 2,209人 2,259人 2,218人 2,033人 1,874人

3,791人 3,800人 3,800人 4,000人 4,000人 4,000人

3,791人 4,345人 5,611人 5,731人 5,659人 5,670人

施
策
評
価

労働者支援事業

労働者支援事業

勤労者住宅資金融資あっせん事業

事
業
・
コ
ス
ト
一
覧

指標の根拠

評価指標

1

指標の根拠

実績値

目標値

実績値
中小企業勤労者福祉サービス
センター加入社

目標値
中小企業勤労者福祉サービス
センター会員数

目標値

2 実績値

指標の根拠

3
中小企業勤労者福祉サービス
センター利用者数

分　野

小分野

施　策

所管
19年度

事業名

市民生活部　農林・労政課

自主事業・健康管理事業の参加者及びチケット販売

中小企業勤労者福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ加入社
数

100社

105社

110社

115社

120社

H14 H15 H16 H17 H18 H19

中小企業勤労者福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ会員数

1,800人

1,900人

2,000人

2,100人

2,200人

2,300人

H14 H15 H16 H17 H18 H19

中小企業勤労者福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ利用者
数

3,500人

4,000人

4,500人

5,000人

5,500人

6,000人

H14 H15 H16 H17 H18 H19
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施策別　行政サービス成果表
05 産業活力都市 H15 H16 H17 H18 H19 合　計

03 観光
コスト
合計

64,421千円 64,078千円 48,569千円 53,794千円 54,927千円 285,789千円

01 観光の振興

事業費 職員人件費 公債費 合計

1,829千円 9,602千円 11,431千円

212千円

1,617千円

8,539千円 9,602千円 18,141千円

3,065千円

450千円

5,024千円

15,753千円 9,602千円 25,355千円

15,753千円

H14 H15 H16 H17 H18 H19

99,059人 100,000人 100,000人 100,000人 100,000人 100,000人

99,059人 100,227人 101,003人 41,948人 102,126人 112,282人

19年度

観光ＰＲ事業

市民生活部　商工・観光課猪名川花火大会事業

川西歩ラソン王国

所管事業名

川西警察署発表数値等（源氏まつり・市民納涼のつどい・花火大会・りんどう祭）

評価指標

市民生活部　商工・観光課

目標値

実績値イベント入場者数

猪名川花火大会事業

指標の根拠

1

施
策
評
価

イベント支援事業

川西おもろ能事業

川西市源氏まつり

事
業
・
コ
ス
ト
一
覧

分　野

市民生活部　商工・観光課観光推進事業

小分野

施　策

広域観光事業

イベント入場者数

40,000人

60,000人

80,000人

100,000人

120,000人

H14 H15 H16 H17 H18 H19
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

・ 市内商工業の活性化、経営の安定のための各種改善普及事業に取り組む商工会に対し補助を行った。

・ 市民との交流、街の賑わいづくり、市内産業の振興、ＰＲにむけて開催する「川西まつり」に対し同実行委員会への補助を

行った。

・ 産業ビジョン推進委員会で短期戦略終了年における検証を行い、提言を受けた。

市民生活部　商工・観光課 作成者

事業別行政サービス成果表

事業名 商工振興事業 決算書頁 282

　課長　大南　孝二所管室・課

事業コスト １９年度 １８年度 比較 財源 １９年度 １８年度 比較

総 事 業 費 17,182 16,159 1,023 一般財源 16,682 16,159 523

国県支出金 500
内
　
訳

事業費 17,182 16,159

公債費

500

職員人件費 0 地方債 0

1,023

0 特定財源（都市計画税） 0

参考
職員数（人） 0 特定財源（その他） 0

再任用職員数（人） 0

市内の産業振興にむけて商工業者の健全な発展、経営安定、技術の改善発達を図る。

<細事業１> 細事業事業費 17,182商工振興事業

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 市内商工業者、市内農業者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 市内商工業者、市内農業者
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

川西市商工会による経営改善普及事業(19年度）

●講習 ●専門指導員等による個別相談業務

○ 起業・創業講習　　5回　　　参加者　計27名 ○ 経営　　　　　　　　 5回　　　参加者　計 7名

○ 経営・経理等　　　 7回　　　参加者　計91名 ○ 労務　　　　　　　　 3回　　　参加者　計 4名

○ パソコン　　　　　 10回　　　参加者　計90名 ○ 取引　　　　　　　　 1回　　　参加者　計 １名

○ 金融　　　　　　　　 1回　　　参加者　計 7名 ○ 情報化

○ 労務　　　　　　　　 6回　　　参加者　計58名 ○ 金融　　　　　　　　 

○出前講座（市と共催）5回　　参加者　計４７名 ○ 確定申告相談　　15回　　　参加者　計105名

●記帳指導員による相談及び指導　　46事業所    287回

●その他、経営指導員による相談及び指導、金融（融資）の斡旋

「川西まつり」

まつりの目的である「中心市街地における街の賑わいづくり」の役割を果たすことができ、「川西」という名前に親しみを感じて

もらうことができた。また、商工業者と農業者互いが協力し、融合したまつりの開催は来場者25,000人となり川西市の産業

振興への第一歩となった。

「川西市産業ビジョン」

「短期戦略終了年における報告書」提出後の検討課題等をもとに、産業ﾋﾞｼﾞｮﾝ推進委員会において提言書を取りまとめ、

市長に対して提言を行った。

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

本市における産業を取り巻く状況は未だ厳しい状況にあり、また各中小企業者においても、後継者問題等、抱える問題も

後を絶たない。そのような中で、本市の地域活性化を進めるうえで、市民はもとより、地元中小企業者の自助努力による

経営改善に向けた意識改革を進める必要があり、そのためには引き続き経営改善普及事業を行う必要がある。

施策別行政サービス成果表の評価指標

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

各種事業実施に伴う補助

● 地域の活性化を目的とするイベント開催について事業費の補助を行った。

● 工業者が販路拡大のために行う見本市に対し、補助を行った。

● 川西市商工会と共催で「川西経営塾」を開催し、各分野の専門ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄによりﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ両面からの指導を行った。

● 申請のあった個店に対し、経営コンサルタントを派遣し、きめ細やかな相談・指導を行った。

● 各事業者の意識改善及び活性化に向けた地域力向上を目指し、地域の商店街等に対し出前講座を実施した。

（３）概要

取扱金融機関の借入残高に応じた預託を行い、市内中小企業者に対し、事業資金が円滑に提供されるよう

融資あっせんを行った。

借入者の負担を軽減するために貸付にかかる保証料を一部負担した。

代位弁済発生時は保証協会に損失補償を行った。

（１）対象者（建設事業の場合は所在地） 市内に事業所を持つ中小企業者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 債務者162人 債務残高328,639,235円(平成１９年４月１日現在）

〈細事業２〉 中小企業融資あっせん事業 細事業事業費 146,980

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 市内商工業者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 1,071事業所数　従業者数　8,602人（H19商業統計調査より）

商工業者の実施する事業に対し支援・補助を行うことで経営基盤の強化を推進し市内産業振興を目指す。

<細事業１> 中小企業支援事業 細事業事業費 7,145

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 2 2 0 特定財源（その他） 141,927 153,822 △ 11,895

0 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 19,204 19,164 40 地方債 0

△ 12,104 国県支出金
内
　
訳

事業費 154,125 166,229

公債費

一般財源 31,402 31,571 △ 169総 事 業 費 173,329 185,393 △ 12,064

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

所管室・課 市民生活部　商工・観光課 作成者 　課長　大南　孝二

事業別行政サービス成果表

事業名 中小企業支援事業 決算書頁 282
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

●中小企業支援事業

○ 市内各商店街団体が、地域活性化に向けた取り組みとして各自創意工夫したイベントを継続している。今年度も継続して

実施したことで停滞した地域や、中小企業者の意識改革に繋がった。

○ 見本市等の出品、出展は工業者の販路拡大にむけた大変有効な手段であり、経営改善意欲向上や経営安定に繋がった。

○ 「川西経営塾」は、目的別の講師によるソフト面を重視した内容に変更したことで、各事業者が目的に応じ参加が出来る等、

実戦に結びつくとの評価であった。

○ 個店指導においては、経営コンサルタントが実際のお店を訪れ指導するため、事業者の実情に沿ったきめ細やかな対応

（経営指導）が行われるとの評価を得た。

○ 地域の商店街で出前講座を実施することで、商店街の中の活性化、各事業者の意識改革、一体感が生まれた。

地域活性化事業費補助金 13 件 2,005,000円

見本市出展事業補助金 2 件 　190,000円

● 中小企業融資あっせん事業

○ 融資件数一覧

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

地域活性化補助事業（イベント補助）について、今後は地域ｺﾐｭﾆﾃｨを巻き込む等、各々の取り組みが融合する形で活性化

する等、仕組みを模索する必要がある。

「川西経営塾」及び地域商店街団体を対象とする「出前講座」は、年々活気をみせている。

今後は周知方法等、まだまだ改善の余地があるため、様々な方法を用い利用者や希望団体を募る方策を検討していく。

融資あっせん事業について、平成１９年１０月１日からの「責任共有制度」導入により、各金融機関における貸し渋りが発生。

市の対応策として、従来の保証協会100％保証となる新規資金を創設したが、代位弁済によるリスクを伴う課題がある。

111,700 240,800

施策別行政サービス成果表の評価指標

承諾金額 156,400 165,470 99,800

29 42

申込金額 318,100
承諾件数 44 47 27

302,810 194,200

18 19

44 55

192,900 342,650

申込件数 71 66 44

年度 15 16 17

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

・主な内容

◎「川西市中心市街地活性化基本計画」の作成

◎かわにし能勢口にぎわいプロジェクト 　

◎川西能勢口周辺商業活性化事業の支援

◎再開発ビルのリニューアルについての技術的支援

◎中心市街地活性化協議会の運営

・中心市街地活性化事業の今後の流れ

・中心市街地活性化法の改正に伴い、新たな「川西市中心市街地活性化基本計画」の作成を行うと共に活性化推進のた
め、かわにしＴＭＯに対して、川西市中心市街地商業活性化助成金を交付し、中心市街地の活性化に向けた事業及び中
心市街地活性化協議会の運営に対する支援を行った。

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） かわにしＴＭＯ

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 川西市中心市街地　約８６ｈａ

中心市街地の活性化の推進

<細事業１> 中心市街地活性化推進事業 細事業事業費 8,842

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 1 1 0 特定財源（その他） 0

0 特定財源（都市計画税）

1,200

職員人件費 9,602 9,582 20 地方債 0

2,098 国県支出金 1,200
内
　
訳

事業費 8,842 6,744

公債費

一般財源 17,244 16,326 918総 事 業 費 18,444 16,326 2,118

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

所管室・課 まちづくり部　市街地・空港周辺整備課 作成者 主幹　若生　周

事業別行政サービス成果表

事業名 中心市街地活性化推進事業 決算書頁 284

事業実施者

(事業計画）

協議
位置づけ、必要性

有効性、実行性

　中心市街地活性化協議会
・ＴＭＯ(全体の調整役）
・商工会　　・学識経験者
・事業者　　・住民
・行政　　　・その他

意見

支援

行政
　 基本計画
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

・平成１９年度　　　　　 　　　　　　　　川西市中心市街地活性化基本計画作成

かわにしＴＭＯの主な活動

・平成１６年７月２４、２５日　　　　　　市制５０周年記念　かわにし能勢口まつり主催（参加延人数　約10,000人）　　　　

・平成１６年１２月２３、２４日　　　　　市制５０周年記念　かわにし能勢口まつり協賛（参加延人数　約2,000人）　　　　

・平成１７年８月６、７日　　　　　　　　かわにし能勢口まつり協賛（参加延人数　約4,000人）

・平成１８年８月５、６日　　　　　　　　かわにし能勢口まつり協賛（参加延人数　約4,000人）　

・平成１８年１２月２２、２３日　　　　　かわにし能勢口まつり協賛（参加延人数　約1,000人）　

・平成１９年３月３、４日　　　　　　　　かわにし能勢口にぎわいプロジェクト「かわにし朝市」主催（参加延人数　約500人）

・平成１９年３月３１日　　　　　　　　　かわにし能勢口にぎわいプロジェクト「アステかわにし繁昌亭」主催（参加人数544人）

・平成１９年６月３０、7月１日 　 　　　かわにし朝市（参加延人数　約2,000人）　　　　

・平成１９年８月２５、２６日 　  　  　　ジャムホップカーニバル（参加延人数　約1500人）　

・平成１９年９月９日     　　 　　 　　　かわにし朝市（参加延人数　約1,000人）　　　　

・平成１９年１２月２日   　　 　　 　　　かわにし朝市（参加延人数　約500人）　　　　

・平成１９年１２月１９～２５日   　 　　光のオブジェ展（3会場で開催　観覧者多数）　

・平成１６年度　 　　　　　　　　　　　　川西市中心市街地活性化事業展開検討（市補助）

・平成１６年度　 　　　　　　　　　　　　かわにしのせぐちおでかけＭＡＰ【史跡・施設編】発行　（10,000部）

・平成１７年度　 　　　　　　　　　　　　かわにしのせぐちおでかけＭＡＰ【史跡・施設編】増刷　（20,000部）

・平成１７年度　 　　　　　　　　　　　　川西能勢口周辺商業活性化支援事業検討調査（県・市補助）

・平成１７年度　 　　　　　　　　　　　　区分所有による再開発ビル再生のための検討調査（国補助）

・平成１８年度　　 　　　　　　　　　　　かわにしのせぐちおでかけＭＡＰ【グルメ編】発行　（30,000部）

・平成１８年度　　 　　　　　　　　　　　川西能勢口周辺商業活性化支援事業検討調査（市補助）

・平成１９年度　　 　　　　　　　　　　　川西市中心市街地活性化協議会設置・運営支援

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

　中心市街地活性化推進のための組織については、川西市商工会・かわにしＴＭＯ・第三セクターが中心となり、法律に基
づく中心市街地活性化協議会を平成１９年８月に設置し、中心市街地の総合的なまちづくりを推進する。

施策別行政サービス成果表の評価指標

　中心市街地活性化法の改正を受けて、平成１２年度に策定した「川西市中心市街地活性化基本計画」を平成１９年度に
見直した。

　国の多様な支援策を受けるためには、法律の規定により、新たに策定する基本計画については内閣総理大臣の認定を
受ける必要があり、平成20年度中の認定申請を目指す。

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

① 森林ボランティアグル－プの活動に対して助成金を交付した。

〔森林ボランティアグループの活動状況〕

・場所：川西市黒川地区（妙見ケーブル山上付近）

・活動内容：里山保全活動（間伐、下刈り）

 　　　　　　：里山利活用（遊歩道設置、ベンチ設置、コナラの間伐材を利用したシイタケ栽培）

〔森のインストラクターによる森林ボランティアの育成〕

・森のインストラクター（２人）による森林ボランティア活動を指導し、技術の向上を図った。

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 林業家、市民森林ボランティア団体

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 川西里山クラブ４1名他

森林の保全に向けた森林ボランティアの育成支援等のため。

<細事業１> 林業振興事業 細事業事業費 119

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 0 特定財源（その他） 0

0 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 0 地方債 0

△ 136 国県支出金
内
　
訳

事業費 119 255

公債費

一般財源 119 255 △ 136総 事 業 費 119 255 △ 136

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

278

所管室・課 市民生活部  農林・労政課 作成者 課長  田口　弘高

事業名 林業振興事業 決算書頁

事業別行政サービス成果表
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

① 森林ボランティアグル－プの活動に対して助成金を交付した。

16年度 17年度 18年度 19年度

助成金（円）

登録会員数（人）

活動実績（回）

参加延人数（人）

② 森のインストラクタ－２名により森林ボランティアの育成をした。

16年度 17年度 18年度 19年度

森のインストラクタ－（人） 1 1 2 2

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

【課題や改善できる点】

○ 森林を保全するために、森林ボランティアグループの活動等を引き続き助成・支援する体制が必要である。

【20年度以降の見通し】

○ 20年度以降についても、森林を保全するために、森林ボランティアグル－プの活動等を助成・支援する。

施策別行政サービス成果表の評価指標 森のインストラクタ－人数

375 544

24 38

42 41

51,000 51,000

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

① 米の需給安定対策のため、生産調整を関係機関の協力を得て実施した。

（３）概要

② 各種農業団体で構成する川西市農業振興研究会に助成を行い、農林業特産物の品質・技術向上のため品評会

を開催した。

③ 農業生産物等の流通改善と特産物の消費拡大を図るため、即売会を実施し地産地消を広く市民にＰＲした。

（１）対象者（建設事業の場合は所在地） 市内農家者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） ４５１戸

〈細事業２〉 農業振興推進事業 細事業事業費 11,323

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 市内農家者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 451戸

農業振興事業の推進のため。（米の需給安定対策、農産物の地産地消の推進等）

<細事業１> 水田農業構造改革事業 細事業事業費 686

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 2 1 1 特定財源（その他） 3 13 △ 10

0 特定財源（都市計画税）

158

職員人件費 19,204 9,582 9,622 地方債 0

3,337 国県支出金 2,776 2,618
内
　
訳

事業費 12,009 8,672

公債費

一般財源 28,434 15,623 12,811総 事 業 費 31,213 18,254 12,959

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

所管室・課 市民生活部　農林・労政課 作成者 課長  田口　弘高

事業名 農業振興事業 決算書頁 278

事業別行政サービス成果表

452



５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

① 米の需給安定対策のため、生産調整を関係機関の協力を得て実施した。

16年度 17年度 18年度 19年度

生産目標面積（ｈａ）

生産目標実績（㎏）

配分対象農業者（人）

② 各種農業団体で構成する川西市農業振興研究会に助成を行い、農林業特産品の

品質・技術向上のため品評会を開催した。

16年度 17年度 18年度 19年度

品評会開催（回）

※ 品評会は、果菜（イチジク・栗・そ菜・林業特産物・ハウス果菜）の５回開催した。

③ 農業生産物等の流通改善と特産物の消費拡大を図るため、即売会を実施し地産地消を幅広く市民にＰＲした。

16年度 17年度 18年度 19年度

即売会開催（回）

即売会来客数（人）

※ 即売会は、植木（春・秋）桃・イチジク・栗・そ菜・林業特産物の７回開催した。

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

【課題や改善できる点】

○ 農業従事者の高齢化に伴い、農地（生産緑地）の保全と担い手育成対策が急務である。

○ 農家の経営所得安定対策のため、地元農産物の地産地消の推進を図る必要がある。

【20年度以降の見通し】

○ 農業振興を図るために、ＪＡ兵庫六甲農業協同組合と連携しながら今後も農業団体に対し助成・支援する必要がある。

○ 農産物の地産地消推進のために、朝市や直売所を整備する必要がある。

施策別行政サービス成果表の評価指標 農業特産物即売会来客数

2,300 2,550 2,640 2,750

6 6 6 7

4 4 4 5

594 640 625 617

483,440 418,657 391,906 390,832

99 85 79 78

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

① 未改修及び老朽化している水路等の改良事業に要する費用の補助を３地区にて行った。

(1) 東久代２丁目地内農業用施設（水路）新設工事　　　　　　　施工延長      　Ｌ＝２９２ｍ

(2) 一庫地内農業用施設（水路）改良工事　　　　　　　　　　　　 管渠布設工     1．０式

(3) 矢問２丁目地内農業用施設（水門）応急改良工事　　　　 　水門修繕工     １．０式

② ため池に防護策を設け水難事故防止に要する費用の補助を２地区にて行った。
(1) 鼓が滝２丁目地内農業用ため池安全対策（にごり池フェンス設置）工事　　　施工延長　　Ｌ＝２８．６ｍ
(2) 緑台１丁目地内農業用ため池安全対策（西池フェンス設置）工事　　　　　　　施工延長　　Ｌ＝２２．０ｍ

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 生産組合員（水利組合員）

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） ３０地区

農業用施設の新設・改良事業のため。（ため池の安全対策、農業用水路の新設・改良工事の実施）

<細事業１> 農業用施設改良事業 細事業事業費 7,737

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 0 特定財源（その他） 0

0 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 0 地方債 0

1,079 国県支出金
内
　
訳

事業費 7,737 6,658

公債費

一般財源 7,737 6,658 1,079総 事 業 費 7,737 6,658 1,079

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

所管室・課 市民生活部  農林・労政課 作成者 課長  田口  弘高

事業名 農業用施設改良事業 決算書頁 280

事業別行政サービス成果表
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

① 未改修及び老朽化している水路等の改良事業に要する費用の補助を行った。

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度

農業用施設改良 6 3 3 3

② ため池に防護策を設け水難事故防止に要する費用の補助を行った。

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度

ため池安全対策 3 3 1 2

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

【課題や改善できる点】

○ 農業用施設を改修する場合、工事費用の1/2相当額を地元が負担することとなるため、未改修及び老朽化したまま

放置された農業用施設が多数ある。

○ 農地の減少及び農業従事者の高齢化、担い手不足により、ため池の維持管理が困難な状況となっている。

【20年度以降の見通し】

○ 農業用施設の適正な維持管理のため、地元生産組合（水利組合）と連携しながら対応する。

施策別行政サービス成果表の評価指標

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

○ 伊丹公共職業安定所の出先機関として、パート及び高年齢者就労に関する求人・求職情報の提供を行った。

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 主に市民

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等）

パート就労及び高年齢者就労に関する求人・求職情報の提供

<細事業１> 労働相談事業 細事業事業費 7,915

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 0 特定財源（その他） 3,951 2,712 1,239

177,362 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 0 地方債 176,859 176,859

△ 90 国県支出金
内
　
訳

事業費 7,915 8,005

公債費 188,834 11,472

一般財源 15,939 16,765 △ 826総 事 業 費 196,749 19,477 177,272

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

所管室・課 市民生活部　農林・労政課 作成者 課長　田口　弘高

事業名 労働相談事業 決算書頁 270

事業別行政サービス成果表
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

・川西パートバンク

・川西市高年齢者職業相談室

※

※来所者数減少の主要因

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

○

○ 本事業についてのＰＲをさらに強化し、利用者拡大に努める。

　社会経済低迷により、一般企業における人員整理の結果、失業者が増加し、併せて雇用受給制度が改定
（Ｈ15．5．1）されたことにより来所者数が一時的に増加したが、近年その動向が沈静化しているため来所者
数が減少している。

施策別行政サービス成果表の評価指標 パートバンク及び高年齢者職業相談室における求職者の採用人数

県下の経済・雇用情勢は、企業の業況判断に慎重さがみられるとともに、新規求人数が減少するなど、一部で減
速しているものの、依然として個人消費は底堅く、全体的には緩やかな拡大傾向にあることから、今後、来所者数
が逓減し、採用件数は逓増することが推測される。

562

採用件数 202 205 213 205

新規求職者数 490 557 594

Ｈ１９

来所者数 10,382 7,205 6,672 5,155

項目 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

1,524

採用件数 401 401 472 482

新規求職者数 1,198 1,315 1,435

Ｈ１９

来所者数 16,164 17,715 17,994 17,990

項目 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

○

○ 市内中小企業で働く従業員の福利厚生支援として、健康管理事業や慶弔給付事業、各種チケットのあっせんを実施。

○

（３）概要

○ 昭和53年度に、勤労者の持家促進を支援するための住宅融資あっせん制度として発足させたが、平成15年度に新規
貸付を終了

（１）対象者（建設事業の場合は所在地） 市内に自ら居住する住宅を建築し、又は購入しようとする勤務者　ほか

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等）

就労支援事業として、市内在住または在勤者を主対象に、専門カウンセラーによるキャリアカウンセリング、また労使間
トラブルの解決の場として労働相談、各種セミナーを実施。

産業保健推進事業として、市内事業所のうち従業員50人未満の小規模事業所の従業員を対象に、市保健センターで健
康診断を実施。

〈細事業２〉 勤労者住宅資金融資あっせん事業 細事業事業費 26,740

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 市内在住または在勤者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等）

勤労者支援及び就労支援

<細事業１> 労働者支援事業 細事業事業費 6,810

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 2 2 0 特定財源（その他） 26,740 29,630 △ 2,890

0 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 19,204 19,164 40 地方債 0

△ 2,987 国県支出金
内
　
訳

事業費 33,550 36,537

公債費

一般財源 26,014 26,071 △ 57総 事 業 費 52,754 55,701 △ 2,947

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

所管室・課 市民生活部  農林・労政課 作成者 課長　田口　弘高

事業別行政サービス成果表

事業名 労働者支援事業 決算書頁 270
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

・キャリアカウンセリング及び労働相談の利用者数　※（　）内はのべ相談回数

・川西市中小企業勤労者福祉サービスセンター会員数及び利用者数

・産業保健推進事業

・勤労者住宅資金融資あっせん制度　　＊返済状況（Ｈ20.3末現在）

≒24,684,000

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

○

○ 勤労者住宅資金融資貸付件数は残り24件で、平成37年度に終結予定（25年返済）。

施策別行政サービス成果表の評価指標 中小企業勤労者福祉サービスセンター加入社数・会員数及び利用者数

キャリアカウンセリングは、川西パートバンクと連携をとることにより確実に利用者数を伸ばしているが、相談内容
が本来の事業趣旨と離れた人生相談等に終止するケースも見受けられるため、今後さらに就職につなげる工夫
が必要である。

1/5

合　計 24 108,395,394 24,684,002

12 3 18,758,490 3,751,698

1/5

11 2 6,801,143 1,360,228 1/5

10 1 4,421,551 884,310

1/4

9 4 18,315,695 3,663,139 1/5

7 5 23,218,682 5,804,670

1/4

6 1 6,206,454 1,551,613 1/4

5 5 21,681,417 5,420,354

預託倍率

4 3 8,991,962 2,247,990 1/4

貸付年度 件数 債務残高（円） 預託額（円）

38

受診者数 276 341 324 354

申込事業所数 34 41 41

4,024

項目 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

レジャーチケットあっせん枚数 3,264 4,078 4,050

392

健康管理事業利用者数 1,238 1,215 1,187 1,254

※16年度では、パ
セオ10周年記念
事業を実施したた
め（参加者700
名）、参加者数が
大幅に増加。

会員数 2,259 2,218 2,033 1,874

自主事業参加者数 ※1,109 438 422

Ｈ１９

事業所数 113 115 112 112

項目 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

（注）ともに平成17年度からの新
規事業として集計

労働相談 17(18) 28(29) 17(19)

Ｈ１９

キャリアカウンセリング 44(81) 48(89) 63(123)

下記に示した成果内容のとおり、

項目 Ｈ１７ Ｈ１８

非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

池田市と合同で猪名川大橋のライトアップを行い、広域的なＰＲを行った。

（３）概要

来街者が観光イベント等に楽しく参加できるように、ハイキングコースの清掃や整備を行った。

また、園田競馬に「名称付市長特別競走」へ協賛する等、様々な機会、媒体を用い本市をＰＲした。

源氏のふるさと大使による本市の特産品(いちじくワイン・いちじくスイーツ、いちじく茶)や観光情報のＰＲを行った。

（１）対象者（建設事業の場合は所在地） 全市民及び来街者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 全市民及び来街者

〈細事業２〉 観光ＰＲ事業 細事業事業費 1,617

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 全市民及び来街者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 全市民及び来街者

本市の歴史や芸術・文化を広く情報発信することで観光振興を図り市内を活性化させる。

<細事業１> 広域観光事業 細事業事業費 212

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 1 1 0 特定財源（その他） 0

0 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 9,602 9,582 20 地方債 0

160 国県支出金
内
　
訳

事業費 1,829 1,669

公債費

一般財源 11,431 11,251 180総 事 業 費 11,431 11,251 180

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

290

所管室・課 市民生活部　商工・観光課 作成者 課長　大南　孝二

事業名 観光推進事業 決算書頁

事業別行政サービス成果表
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

○ 広域観光事業

池田市と共同で猪名川大橋のライトアップによるＰＲを行い県域を越えた情報発信を行った。

阪神北県民局主催の「阪神北地域観光物産フェア」に参加し、商工会と共に川西の特産品の

PRに努めた。

○観光推進事業

社団法人兵庫ツーリズム協会等の団体に参加し、最新の情報発信をすることにより観光客の誘致を行った。

青少年団体連絡協議会の協力によるハイキングコースの清掃を行うとともに、立て看板等の整備により、引き続き

市民が、安全に楽しんでハイキング等に参加できるように努めた。

新たに源氏のふるさと大使２名を委嘱し、「源氏のふるさと大使」の名刺を配布したり、特産品のＰＲ等、積極的に

活動していただいた。

観光協会に対し補助金を交付し、観光ＰＲに努めた。

源氏のふるさと大使委嘱人員推移 （人）

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

今後とも、本市の豊かな自然や歴史的資源、特産品等を有効に活用し、川西市のイメージアップとともにＰＲに努める。

0

施策別行政サービス成果表の評価指標

著名人 0 0 0

19

一般 4 3 3 2

年度 16 17 18

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった

461



１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

近隣市でも野外での開催は本市のみとなっている薪能を継続して実施することで、市内外へ伝統文化の発信を行った。

（３）概要

市内の歴史的資源が残る場所をポイントとした歩ラソン（スタンプラリー）を実施することで、川西の歴史や観光地を

市内外にＰＲした。

（３）概要

「清和源氏発祥の地　川西」を市内外にＰＲするために観光協会と共催で実施した。

（１）対象者（建設事業の場合は所在地） 市民及び来街者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 40,000人

〈細事業３〉 川西市源氏まつり 細事業事業費 5,024

（１）対象者（建設事業の場合は所在地） 年齢を問わず市内外の申込者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 1,544人

〈細事業２〉 川西歩ラソン王国 細事業事業費 450

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 小学４年生以上の市内外の申込者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） ７３８人

川西市の歴史的資源を活用し「清和源氏発祥の地」を市内外へＰＲするとともに伝統文化等の発信を行う。

<細事業１> 川西おもろ能事業 細事業事業費 3,065

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 1 1 0 特定財源（その他） 0

0 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 9,602 9,582 20 地方債 0

△ 6 国県支出金
内
　
訳

事業費 8,539 8,545

公債費

一般財源 18,141 18,127 14総 事 業 費 18,141 18,127 14

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

290

所管室・課 市民生活部　商工・観光課 作成者 　課長　大南　孝二

事業名 イベント支援事業 決算書頁

事業別行政サービス成果表
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

各イベントの入場者数及び来街者数の推移

○ 「川西歩ラソン王国」は、平成１７年度より実施期間を１週間に延ばし、実行委員随行のモデルコースと

自由に個人でまわるコースの設定にしたことで、参加者のニーズにあった方法となり参加者が増加した。

○ 「川西おもろ能」では、毎年の国際交流協会からの留学生等に加え、本年度よりお出かけ促進

事業に協力し、高齢者を招待する等、多くの方に古典芸能（文化）の発信を行った。

○ 源氏まつりでは、午後の懐古行列に先駆けて、阪急川西能勢口駅隣接「アステ川西」において、源氏武者と

三御前によるパンフレット配布や、特設ステージにおいて「口上」を行う等のＰＲに努めた。

また、姫役選考会や、写真コンクールにおいて、市内外から多数の応募があった。

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

市民のニーズが高い事業であるため、各イベントとも毎年開催方法を検討し、内容を更に充実させ、継続して

実施していく。

施策別行政サービス成果表の評価指標 イベント入場者数

43,000 40,000

歩ラソン 501

源氏まつり 40,000 45,000 40,000

255 1,181

18 19

633 738

1,493 1,544

おもろ能 726 748 767

年度 15 16 17

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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１．事業名等

２．コスト情報 （単位:千円）

３．事業の目的

４．事業目的達成のための手段 （単位:千円）

（３）概要

昭和２３年に始まった歴史深い猪名川花火大会は、毎年趣向を変えた仕掛け花火により、毎年好評であり、

今年度も１１万５千人の観客が両市に集まった。

（１）対象者（建設事業の場合は施設名及び所在地） 市内外の来場者

（２）対象者数（建設事業の場合は面積・延長等） 45,000人（川西側）

多くの来訪者に喜ばれる歴史的合同イベントにより川西市を内外にPRする

<細事業１> 猪名川花火大会事業 細事業事業費 15,753

再任用職員数（人） 0

0

参考
職員数（人） 1 1 0 特定財源（その他） 0

0 特定財源（都市計画税）

0

職員人件費 9,602 9,582 20 地方債 0

919 国県支出金
内
　
訳

事業費 15,753 14,834

公債費

一般財源 25,355 24,416 939総 事 業 費 25,355 24,416 939

財源 １９年度 １８年度 比較事業コスト １９年度 １８年度 比較

所管室・課 市民生活部　商工・観光課 作成者 　課長　大南　孝二

事業名 猪名川花火大会事業 決算書頁 292

事業別行政サービス成果表
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５．事業成果

（１）事業目的に対する効果

（２）成果内容

花火大会観覧者推移

（単位：人）

６．今後の方向性、見通し等
　事業遂行上の課題や改善できる点、20年度以降の見通しについて

 毎年、所轄の川西警察及び兵庫県警の現地実査で、観覧者の安全対策の強化に対する要望が増加。

（応援職員の増員、川西側観覧場所における防犯カメラの設置、各警備エリアの境界線の設置、緊急通路の確保等。）

池田市との共催でもあり、市民の要望も高いイベントのため、継続に向けて運営面の見直し等、整備の必要がある。

※ＪＲ事故により中止

施策別行政サービス成果表の評価指標 イベント来場者数

70,000 60,000 70,000

観覧者（合計） 120,000 120,000 105,000 115,000

18 19

観覧者（川西側） 50,000 50,000

※中止

45,000 45,000

観覧者（池田側） 70,000

年度 15 16 17

下記に示した成果内容のとおり、
非常に大きな効果があった 大きな効果があった

効果をあげる工夫が必要である多少効果があった
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